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　景況実感調査委員会

浦安鐵鋼団地景況実感調査結果表

（平成25年8月分）

ご協力ありがとうございました。平成25年8分の結果をお送りいたします。よろしくご査収ください。

調査対象 159社 回答 148社 回答率 93.1%

前　　　月　　　比 前　年　同　月　比

 調査項目
10％以上
増加・上
昇・好況

やや
増加・上
昇・好況

横這い
・平常

やや
減少・下
降・不況

10％以上
減少・下
降・不況

計
10％以上
増加・上
昇・好況

やや
増加・上
昇・好況

横這い
・平常

やや
減少・下
降・不況

10％以上
減少・下
降・不況

計

 売上数量

10社 19社 40社 37社 41社 147社 19社 31社 54社 30社 11社 145社

6.8% 12.9% 27.2% 25.2% 27.9% 13.1% 21.4% 37.2% 20.7% 7.6%

(18.8) (37.6) (30.2) (8.1) (5.4) (12.2) (23.1) (33.3) (21.1) (10.2)

 売上高

9社 21社 40社 40社 38社 148社 22社 26社 54社 32社 12社 146社

6.1% 14.2% 27.0% 27.0% 25.7% 15.1% 17.8% 37.0% 21.9% 8.2%

(19.3) (34.7) (32.0) (8.0) (6.0) (12.2) (21.6) (33.8) (21.6) (10.8)

 在庫数量

5社 24社 80社 27社 8社 144社 14社 27社 62社 26社 12社 141社

3.5% 16.7% 55.6% 18.8% 5.6% 9.9% 19.1% 44.0% 18.4% 8.5%

(3.4) (13.0) (56.2) (24.0) (3.4) (7.6) (21.5) (43.1) (19.4) (8.3)

 販売単価

1社 28社 107社 7社 0社 143社 6社 35社 69社 28社 3社 141社

0.7% 19.6% 74.8% 4.9% 0.0% 4.3% 24.8% 48.9% 19.9% 2.1%

(1.4) (12.4) (82.8) (2.8) (0.7) (4.2) (19.6) (52.4) (20.3) (3.5)

 収益状況
（粗利）

4社 20社 52社 48社 22社 146社 15社 24社 64社 34社 7社 144社

2.7% 13.7% 35.6% 32.9% 15.1% 10.4% 16.7% 44.4% 23.6% 4.9%

(9.7) (20.7) (47.6) (16.6) (5.5) (11.1) (18.1) (38.9) (24.3) (7.6)

 稼働率
（生産・加工設備）

2社 21社 45社 34社 18社 120社 7社 22社 59社 24社 5社 117社

1.7% 17.5% 37.5% 28.3% 15.0% 6.0% 18.8% 50.4% 20.5% 4.3%

(9.1) (32.2) (47.9) (6.6) (4.1) (5.9) (19.3) (46.2) (20.2) (8.4)

入出庫の
トラック台数

2社 20社 58社 42社 19社 141社 7社 23社 69社 33社 7社 139社

1.4% 14.2% 41.1% 29.8% 13.5% 5.0% 16.5% 49.6% 23.7% 5.0%

(9.2) (31.7) (45.1) (11.3) (2.8) (6.4) (19.3) (48.6) (17.9) (7.9)

現在の景況感 ３ヶ月後の景況予測

0社 27社 75社 26社 12社 140社 6社 65社 58社 11社 0社 140社

0.0% 19.3% 53.6% 18.6% 8.6% 4.3% 46.4% 41.4% 7.9% 0.0%

(2.1) (15.6) (51.8) (17.0) (13.5) (1.5) (50.0) (40.4) (8.1) (0.0)

特記事項 今月も各品種の〔特記事項〕が数多く寄せられましたので、別送にてお知らせいたします

　注　①調査対象会社数は浦安に事業所の無い会社（不在地主など）は除外してあります

　　　②(　)内の数字は前月のパーセントです

　　　③結果表は全品種の動向として集計し、品種別の要因を取り上げる必要がある場合は

　　　　　特記事項欄に別途記載いたします

　　　④本調査の宛先等の変更は、浦安鐵鋼団地協同組合事務局までご連絡ください

　　　　　事務局　TEL：047-350-5311　FAX：047-350-5316
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景況実感調査(８月）特記事項 

 

毎月、景況実感調査にご協力頂きましてありがとうございます。集計結果は別紙にてお

送りしましたが、今月もたくさんのコメントを頂きましたのでお送りします。ご査収下

さい。 

[お断り]毎月のコメントはあくまで個々の“生の声”です。業界全体の標

準的見解とは、若干異なる場合もあります。また、不適当な表現やわかり

にくい表現については書き直しております。信用問題にかかわるものも原

則として掲載しておりません。 

 

薄板・表面処理鋼板 

① ８月の動きは７月の仮需の反動および盆休み等で大幅に落ち込んだ。とくに盆明け

後の動きが悪く、今も戻っていない。採算面では、メーカー値上げ分の転稼が進ま

ず、現状は逆ざや販売となっている。早急な価格転嫁が課題。 

② 表面処理鋼板は、足元の在庫に歯抜けが出てきた様子。日新、淀鋼の影響もある。

Ｈｏｔ(黒・酸洗)の値上げは各社実施しているようであり、やっと表面処理にも影

響が出てき始めた。 

③ 自動車、電気、建設などの需要が、少しずつ増加しつつあると思われる。店売りの

定尺価格も上昇している。 

④ 全国的な猛暑の中、板金工事は工事効率も下がり、受注量減となっている。ようや

く、カラー、ＧＬ原板は値上げアナウンスも通りやすくなって来ているが、ゼネコ

ンの指値は厳しく、工事採算は苦しそうだ。自動車は、総じて好調で秋以降も新車

効果やトラック関連に期待できそう。８日に東京五輪の開催が決まり、心理面から

も、消費増税がらみの需要増からも、価格、量ともにプラスだろう。 

 

中板 

① 底値が切り上がってきている。建築関連も秋需に期待でき、一部地方では仮需の動

きあり。価格転嫁は加速する見込み。 

② ８月は稼動日数分の減。１日あたりの加工料は前月比やや増加。 

 

 

厚板 

① 建材分野全体としての基調は前月と変わらないが、当月は成約物件の山積みの関係

から数量的には増加した。足元の高炉リードタイムは従来に比べて１～２ヶ月更に

掛かるものも出てきており、タイト感が増している。更に３Ｑには各ミルが定修を

予定している。需要が盛り上がる中で、供給面はいっそう窮屈になる見込みであり、

危機感を募らせている。 

 

一般形鋼 

① オリンピック７年後が決まり、今後の建築業、日本の好景気に期待している。 

② 前月比、営業日数４日減なるも、売上高、粗利は実質増加した。夏枯れの８月から早

くも荷動きの逓増傾向が見られるのは珍しく、年末、年度末にかけての営業環境に期

待のシグナルと受け止める。 

 

Ｈ形鋼 

① メーカーロールも埋まっていることもあり、荷動きも増加傾向にあり、在庫の歯抜

けも散見されている。店売りで市況に上昇機運が強まっているので、早急に価格転

嫁を行う。 

② メーカー販価の上昇分に市況が追いついていない。需要が出て来るまで待っている

余裕はない。市況押し上げのサポートを、メーカーがやらなければならないと思う。 
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異形棒鋼 

① ７月、メーカーに明細が入り、８月に単価も上がった。９月から６万円を唱える。

スクラップも高止まり。在庫販売も強含み。 

② スクラップ高とメーカーの強固な販売姿勢で、市況は上昇中である。流通としては

この環境で値上げを推し進め、利益を確保していきたい。 

 

平鋼 

① ８月は盆休みもあり稼動日も少なく落ち込んだが、日量としては横這いをキープ。

メーカーの値上げも発表され、市場には先高感も出てきた。まずは積み残しされて

きた価格の転嫁を早急に行い、秋以降の足場固めをしていきたい。 

 

鋼管 

① ８月は７月の反動で悪くなった。前年同月比では若干良い。 

② ７月後半から８月盆休み前にかけて荷動きは好調であったが、休み明けからは低調

な状況に戻っており、結局、７月並の水準となる。 

 

構造用鋼 

① 需要動向については、自動車関連部品およびトラック関連は比較的堅調な動きが続

いている。建設機械関連については、排ガス規制対応の駆け込み需要は出ているが、

先々の不透明感はある。店売りについては、先々の期待感はあるものの、全体的に

低調な動きが続いている。市況については、メーカーの店売り値上げに伴い高値玉

の入荷が始まっており、利益確保が避けられず、９月に入り値上げ転稼が本格化し

ている。 

② 値上げのアナウンスをしているが、かなり弱い。他社の動向も気になるところ。 

 

その他 

＜曲げ加工＞ 

① 今月は夏休みもあって多少売上に影響しているが、それにしてもまだ中小企業に景

気回復の兆しは来ていないようで、受注残も少なく、先月と同様に横這い状態であ

る。市場においても曲げ加工の物件もあまり無く、いかに加工売上を増やすか苦慮

している。 

 

＜金属表面処理加工＞ 

① ８月は当初より高操業を予想していたが、物件物の工程遅れで処理量は若干減とな

ったが、紐付き材およびスポットの扱量増加にて、予定通りの操業となった。スポ

ットは相変わらず引合い、受注とも活発なことから、この状況はしばらく続きそう

である。９月はプラント、物件を含め山積みが高く、高操業を予定。 
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